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エ タ ノ ー ル の 心機能 に及 ぼす影響
〔Ⅰ〕 イ ヌ で の 実験的研究




Key w o rds etha n ol, C a rdia cperforrn a n C e,■β- adre n ergic syste m,
diastolic properties.
近年 , エ タ ノ ー ル の 心 臓に 対 す る影響が注目さ れ て
い る
.
エ タ ノ ー ル の 大量長期摂取 に よ っ て 心 臓 に 異常
が生ず る こ と ば , はぼ 確実で あ るl 卜 3). しか し , 急性の
エ タ ノ ー ル 摂取時に 心 機能 が , ど の よ う な影響を受 け
るか に つ い て は , 多く の 報告が あ るが , 一 致 した 結論
に は 達 して い な い . 摘 出心 筋標本 で は , JL､筋収縮力の
低下が 認 め られ て い る 町 8). しか し , 生体 に 投与 した 研
究で は , JL､機能 は 冗過する と い うもの 7), 影響が な い と
する もの
8卜 1 0)
, 抑 制さ れ る と い う も の ‖ ト｣ 引が あ り , 一
致して い な い . 一 方 , エ タ ノ ー ル は , 副腎髄質か ら エ
ビネ フ リ ン を遊 出さ せ1 7)1 8). ま た 大脳皮質 . 視床下部
を刺激す る こ と が知 られ て い る1 9). さ ら に , エ タ ノ ー ル
の 代謝産物で あ る ア セ ト ア ル デ ヒ ド も , 交感神経刺激
作用が あ り2 0). 心 臓 に 対し て 刺激的 に 働く .
著者 は , 麻酔 開胸犬に エ タ ノ ー ル を 投与 し , そ の JL､
機能 に 及ぼ す効果を調 べ た . こ の 際 , エ タ ノ ー ル に よ
り遊出す る カ テ コ ラ ミ ン が心 機能 に 及ぼ す 影響を明 ら
かに す る た め , β遮 断薬 を前投与 し たイ ヌ に つ い て も
エ タ ノ ー ル の 効 果を検討 し た .
対象 お よ び方法
8 ～ 18kgの イ ヌ 24頭 を用 い た . ベ ン ト パ ル ビ タ ー
ル ソ ー ダ30mg/kgを静江 して 麻酔 し , 実験 中, 必 要 に
応じ 25～ 50喝 追加 し た . 人工 呼吸 はカ フ 付気管内チ
エ M プを捕管 し , 室 内空気で Ha r v a rd 型呼吸 器に よ
り行 っ た . 右第 4肋間お よび左第 5肋間で 開胸し , 心
外膜を切開しJL､臓 を露 出し た . 洞結 節を 機械的に 挫滅
し た 後 , 双 極電極 を 右房 に 縫著 し . 毎分120 ま た は
130 の 一 定頻 度で ペ ー シ ン グ して 心拍数を 一 定 に 保 っ
た . 大腿動脈 よ り カ テ ー テ ル を逆行性 に 挿入し , 大動
脈圧測定 に 用い た . 左重圧測定用に 心 尖部か ら金属性
カ ニ ュ ー レ (肝生検用シ ル バ ー マ ン 針の 外簡) を刺入
し, 留置 し た . 左重圧お よ び大動脈圧 は日 本光電製圧
ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー M P ロー 0
.
5 で 記録し た . 心 拍 出
量は , 大動脈起始部 に 日本光電製 F A 120S 型 の 矩形波
電磁流量計 を装着 し て 測定 した . 心 電図 , 大動脈血圧 .
左室圧, 左室 庄 一 次微分波形 , 心 拍 出量を 日本光電製
レ ク チ コ ー ダ RJG - 3 0 1 8- 6 に より , 紙送 り速度 .
毎秒10～ 50 mmで 記録 し , 呼気終末時 の 値 を 測定 し
た . (Fig. 1)
イ ヌ は 一 次 の 4群 に分類 した .
P + E群; プ ロ プ ラ ノー ロ ー ル と エ タ ノ ー ル を投与 し
た群. 7頭 を 用い た .
P + S 群; プ ロ プ ラ ノ ー ル と生理 食塩水を投与 し た
群. 5頭 を用 い , P + E 群の 対照群 と した .
E群; エ タ ノ ー ル の みを 投与 した群 . 7頭 を用 い た .
S 群: 生理 食塩水 の み を 投与し た群 . 5頭 を用 い , E
群の 対照群 と し た .
プ ロ プ ラ ノ ロ ー ル は心 臓の β交感神経受容体遮断
の 目的で 0.2 mg/kgを 5分間以上 か けて 静 注し , 以 後 ,
毎分0.004mg/kgを持続注入し た . 25 %エ タ ノ ー ル を
毎分0.2ml /kg (エ タ ノ ー ル 50mg/kg/分) 持続注入
した .
P + S 群 お よ び S 群 に は , エ タ ノ ー ル と 同量 の 生理
食塩水を持続注入 し た . プ ロ プ ラ ノ ロ ー ル 投与群 で は ,
最 初の プ ロ プ ラ ノ ロ ー ル 静江後, 1時間を経過 し て か
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ら最初の 記録 を行 い , その 直後か ら , エ タ ノ ー ル ま た
は 生理 食塩水の 負荷 を開始 し た . 以 後10分毎 に , 前 記
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Fig. 1. Sim ult串n e O u Sre C Ording of the he m odyna-
mic pa r a m ete r s.
A bbreviatio n s :E C G= ele ctro ca rdiogr a rn; C O=
Ca rdia c o utp鴫 Ao . P = a O rtic pr es su r e; L V d P/
dt= diffe r e ntiatio n ofleft v entricula r pr e ss u r e;
L V P=1eft v e ntric ular
.p
re s s u r e; L V E D P=1eft
Ye ntric ula r e nd diastolic pr es s u re･ L VE DP w as
obtain ed fr o mthe m agnified re c o rding of LVp.
す る変化量 ま た は変化率 を求め て 比較 した . 統計学的
方法 はindepe nde nt t te stを用 いて 群間比 較を行 い ,p
< 0.05 を有意 差 あ り と し た .
ま た , エ タ ノ ー ル 投 与群で は 8 豆百に つ き , 10分毎の
記録直後 に 約 2 混 ずつ 採 血 し , 血中 エ タ ノ ー ル 濃度を
G C法2 1)2引 に よ り 測定し た .
成 績
1. エ タ ノ ー ル 血中濃度 ▲
E群 と P + E 群の う ち , 各 々 4 東ず つ , 合計8頭で
測 定 し た . 測定 値の 平均 ± 標準誤差 を Table l に 示
す .
2. エ タ ノ ー ル ま た は生理 食塩水投与前 の 血行動
態
Table l. Tim e c o u rse ofthe blo odlev elof
ethan 01afte rtheinfusio n.
Du r atio n of Co n c e ntratio n ofethan 01








2 9(;.5 士3 9.4
3 63.4 ±4 3.3
4 4 1.2 土5 8..4
5 10.5 ±5 1.9
6 70.5 ±4 9.7
Nu mber of dogs u sed = 8
Table 2. He m odym a nic data befb王e the administratio n ofetha n olo r sal ine inthe fo
gr O11pS
E S p十E P+S
n=7 n =5 n = 7 n =5
L V ED P(m mEg) 2.9±0.7 1.6±0.8 3.1±1.6 3.4±0.6
CI(mVm 血/kg) 8 2.5±4.2 90.1±1 2.3 6 8.9±7.2 6 7.2士6.9
Positiv edP/dt(m m Hg/se c) 18 85±205 1 7 17±151 1459±10 9 15 60±71
Negativ edP/dt(m mHg/se c) 20 89士29 0 19 76±24 4 1 710± 7 1 89 8±24 2
M A f(m m Hg) 7 8.1±6.0 8 0,0±6.6 70. ±3.2 7 3.9土4.3
Data dlO wn are m e an ±S E. No statistical diffbre n c esinhe m odyn a micdata befor e etha n oI
W e re Obse rv ed betw e e nE and Sand betw e e nP+E and P+S. A b bre viatio n s:E =7 dogs with
e也a n ol;S=5 dogs with $ah e;P+E=7 dogs withethan ol afte rpropra n oll;P+S=5 dogs
Wi thsal ine afte rpr opr anolol;L V E D P=1eft v e ntricular e nd diastolicp工eSSu re;CI= Ca rdia c
index;Po sitiv edP/dt= m aXim alrate of left v entric ularpre ssu re rise;Negativ edP/dt= m aXi･
m alr ate ofleftv entric ularpres su refall;M A P= m e an a O rtic pre ssu re.
エ タ ノ ー ル の 心機能に 及ぼ す影響 〔Ⅰ〕
E群と S 群. P + E 群と P + S 群の エ タ ノ ー ル ま た
は生理 食塩 水投与直前 の 血行動態の 諸指標に は , そ れ
ぞれ統計的有意差 は な か っ た (Tab le 2).
3. 大動脈圧 の 変化 (Fig. 2, Fig . 3)
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Fig･ 2■ Effe cts ofetha n olo nthe a o rtic pres s urein
dogs witho ut pr opTa n Olol･































奉‥P + E(∩ = 7)
串: P十S (n = 5)
(Mo ■n±S E)
0 10 20 3 0 ヰ0 50 餌m. ｡
Fig･ 3■ E ffe cts of etha n olo nthe a o rtic pres s u rein
dogs with pr opr a n oll.
Abbr eviatio n s : r efe rto Table 12
.
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不 変で あ っ た が
, 対照 の 2 群は , い ず れ も生理 食塩水
注入に より , 60分後に は , 約 10mⅢHg の 大動脈圧上昇
を認 め た
.
4･ 左室拡張終期圧(L V E D P) の変化(Fig.4)
E 群 t p + E 群と も に , エ タノ ー ル 投与 に より ,
L V E D Pの 上 昇を認 め たが , 両群 の 上昇 の 程度 に 差 は
な か っ た . 対照 の 2群で は生理 食塩水を投与 して も変
化 は なか っ た . そ し て , P + E 群は 40分以 乱 P 十 S
群 に 比 べ て 有意の 上昇を 示 した (p< 0.05).
5■ 心拍 出量 (C O) の 変化 (Fig. 5)
E 群, P 十 E 群で は . エ タ ノ ー ル 投与に よ り と も に
C O が減少し た が , 両群の 減少率 に 差 はな か っ た . 対照
の 2群で は t 生理 食塩水投与に より , 増加の 傾向が あ
っ た . E群 は 20分以 後 , S 群に 比 べ て 有意の 減少巷示
した (p < 0.05 ～ < 0.01). ま た ,P + E 群で は 40分
以 衡 P + S 群 に 比 べ て 有意 の 減少 を示 し た (p <
0.05).
6. 左室圧 最大陽性 d P/dt ( 陽性d P/dt) の 変 化
(Fig. 6)
E 群 , P + E 群と も に , エ タ ノ ー ル に よ り , 陽 性
d P/dt は減少の 傾向を示 し たが , 両群の 減少率 に 差 は
なか っ た . S 群で は , 生理 食塩水投与 に より , 増加の 傾
向 を しめ し ,P 十 S 群で は不変で あ っ た . E群 で ほ ,30
分以 後 , S 群に 比 べ て 有意の 減少 を示 した (p < 0.05



























0 川 20 30 ヰ0 50 80min
Du r atio n of Jnfu sio n
Fig. 4. Effe cts of etha n ol o n theleft v e ntric ular
e nd dia stolic pr e ss u r e(L V E D P).
T he statistic al a n alysis w a s m ade betw e e nE
a nd Sa nd betw e e nP+E and P+S. × :p<0.05.





李: E (∩ = 7)
呑: S (n = =5)
垂‥P + E(n ニ 7)




























O 10 20 30 ヰ0 5 0 60rnin
Du r atio n of lnfu sio n
Fig. 5. Effe cts of etha n ol o nthe c a rdia c o utput･
T he statistic al a nalysis w as m a (le betw e e nE
a nd Sandbetw e e nP+ E a nd P+S. ×: p< 0.05,
× ×: p< 0.01.

















O 10 20 30 ヰ0 50 6()min
Du ration of lnfusion
Fig. 6. Effe cts of etha n ol o nthe po sitive d P/dt･
T he statistic al a n alysis w a s m ade betw e enE
a nd S and betw e e nP + Ea nd P+S, ×: p< 0.05,
× ×: p<0.01.
A bre viation s : r efe rto Table 2.
O 10 2 0 30 ヰ0 50 60min
Du r atio n of lnfu扇0 n
Fig. 7. Effe cts of etha n ol o nthe n egative dP/dt,
T he statistic al analysIS W a S m ade betw ee nE
and Sand betw e enP十 E a nd P十S. AIso, Sta-
tistic ally signific ant diffe r en c e w as obtain ed
betw ee nE and P十E only afte r50min utes. ×:
p<0.0 5, × × ‥ p< 0･01, × × ×: p<0･001･
A bbr eviatio n s :refer to Table 2.
比 べ て 有意の 減少を示 し た (p < 0.05).
7. 左重圧最大陰性 d P /dt ( 陰性dP/dt) の 変化
(Fig. 7)
E 群 , P + E 群 と もに , エ タ ノ ー ル 投与 に より , 陰性
dP/dt は , 減少 の 傾 向を示 し た . しか し , P + E群の
方 が よ り著 し く ,50分後 に は E 群 に比 べ て 有意の 減少
率 を示 し た (p <0.05). S 群 は生理 食塩水投与中, 不
変 で あ り , P 十 S群 で は , 軽度増加 の 傾向を示 した ･
E 群の 減少は , S 群に 比 べ て 有 意で は な か っ た が ,P +
E群 は t 30分以 降 , P + S 群に 比 べ て 有 意の 減少率を
示 した (p < 0.05～ 0.001).
以 上 , エ タ ノ ー ル 投与量の 増加 とと も に .L V ED Pの
上昇 , C Oの 減少 , 陽性 dP/dt の減少 , 陰性 dP/dt の
減少 は , い ず れ も著 し く な っ た .
考 察
エ タ ノ ー ル のJL､筋 に 対 す る影響 に つ い て , Spa n n
ら
4)は ,ネ コ の 乳 頭筋 の 収緯力は 100mg/ dlの 濃度の エ
タ ノ ー ル で 抑 制さ中る と した ･ G im e n oら
5 は ラ ッ ト
の 摘 出心房筋の 収縮力が 11 0～ 880mg/ dlの エ タノ
~
ル で 抑 制さ れ , 洩度を よ り 高く する と , そ の 抑制効果
エ タ ノ ー ル の 心 機能 に 及 ぼす 影響 〔Ⅰ〕
が, よ り大 きく なる こ とを 認め て い る . 同時 に . 活動
電位持続時間の 短縮 も観察し て お り , こ れ が心 筋収縮
力の 低下に 一 部関係 して い る で あ ろ う と述 べ て い る .
ま た .Segel ら
別 は
,
ラ ッ ト の 摘 出心 臓潅戟標本 を用 い ,
エ タノ ー ル 65mM の 濃 度に より, 左 室収縮期圧, 左宴圧
dP/dt, 冠動脈血流量 , 心 筋酸素消費量 t 心 拍 出量 , 心
筋収縮速度 が減少 し , JL､拍数 , 左室拡張終期圧 が増加
したと 報告 し た . こ の よう に 摘 出標本 で は , 心筋収縮
力の 低下が認 め られ て い る .
1n viv o の 夷験で は , W eb b ら8旭 t イ ヌ の 心 肺標本
で , エ タ ノ
ー ル 血中濃度が900mg/ dlに な る ま で 投与
して も, 左重圧の d P/dt は変化せ ず , エ タ ノ ー ル は心
筋に対し て 直接 の 作用 を持 たな い と報告 した . Rega n
ら
1 2I
は t 麻酔開胸犬で t
.
エ タ ノ ー ル 血 中濃度 110±
13曙 /d lで 1回拍出量 の 減少 ,左室拡張終期圧 の 上昇
を認め た . McCloy ら
1 4)は ,0.25～ 2 mg/kgの エ タ ノ ー
ル の 冠動脈内注入阜こ よ り冠動脈圧 , 心 筋収縮力の 低下
をみた . Hor witz と Atkins
1 3)
は , 無麻酔犬で , エ タ ノ
ー ル 血中濃度 120± 16叩 /dlで , 1 回拍 出畳 の 減少 ,
左室拡張終期圧 の 上 昇 , 左重圧 d P/dt の減少 で , 心 室
径の 増大を観察 し た .
健常人で は , Riff ら9や Blo mqvist ら1 0)は , 運動負
荷を行い ,血 中濃度 85～ 150mg/dlの エ タ ノ ー ル 投与
後の 運動に よ る心拍出量増加の 程度を み て い る が , 非
投与時の 運動 に よ る増加率 と差が な か っ た と 報告 し て
い る . ま た , Go uld ら
7)は
, 約 50g の エ タ ノ ー ル 投与
に より t 正常 人で 心 拍出量係数 ,1 回拍出鼻係数 , 左室
収縮期平均駆出率 な ど の 増 加 を み て い る . 一 方 ,
Ahm ed ら
2 3)は t健常 人に 対す る エ タ ノ ー ル の 急性効果
を , 左室収締時間に よ り検討 し , エ タ ノ ー ル 血中濃度
40～ 124mg/ dlで , P E P や P E P/ L V E Tの 増加を み て
い る . 稲坂 ら
2 4)も . 健常 人で 清酒18 0mエの 飲用 に よ り
P EPと P E P /L V E T が増加 し , 血圧 と LVE T は不変 で
あ っ た と報告 して い る . L VE T は, 主と して 心拍出量
の 変化を , P E Pは心筋収縮力と心 拍出量の 変化を反映
する と い う 成績25)26) が あ り , こ の P E P や P EP
/L VE Tの 変化は , 心筋収縮力の 低下を反映 し て い る
と考え られ る2 3}2 4}. ま た , Delgado ら
27)は U C Gに よ り.
健常人で は エ タ ノ ー ル 血 中 濃度 75 ～ 138 喝 /dlで ,
駆出分画 や平均心筋短縮速度 の 低下する こ と を報告 し
て い る .
と こ ろで , エ タ ノ ー ル お よ び代謝産物で あ る ア セ ト
ア ル デ ヒ ドに は交感神経刺激的な作用が あ る
1 7)1 8)
. 現
在ま で の 報告に は , エ タ ノ ー ル が 心臓抑制的 に働 く と
い うもの が 多 い よ う で あ る が , 一 致を み な か っ た の は ,
実験方法の 差異 t エ タ ノ ー ル 血中濃度の 差異の 他に ,
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こ の 交感神経系 の 刺激に よ り , エ タ ノ ー ル の 心臓抑制
作用が不明確 に な っ た可能性 が考え ら れ よう . エ タ ノ
ー ル の 心 掛 こ対す る直接作用 と , 自律神経系の 影響 を
分離す る た め , W o ng
2 8)
は , 麻酔閉胸犬 を用い , ア ト
ロ ピ ン 1.Omg/kgと プ ロ プ ラ ノ ロ ー ル 0.2mg/kgで t両
方の 自律神経系 を遮断 した状態 で エ タ ノ ー ル を 投 与
し, こ の 場合 , エ タ ノ ー ル に よ る左心機能抑制効果が
顕著に な る こ と を認め た . ま た t Naka n oら 川 は , 無処
置の イ ヌ と , レ セ ル ピ ン 0.5爪g/kgを3日 間投与 し た
イ ヌ に , エ タ ノ ー ル を 投与し ,2mg/mエの 血中濃度 で は .
前者で 心 拍数 , 血圧 , 心 筋収縮力の 軽度 の増加 を み た
が , 後者で は心 拍数 は不変 で あり , 血圧 , 心 筋収縮力
の 低下す る こ と を観察し て い る .
今回の 検討 で は , エ タ ノ ー ル に より遊出する カ テ コ
ラ ミ ン の 心臓刺激作用を遮断す る 目･的で t プ ロ プ ラ ノ
ロ ー ル を 初回 , 0.2mg/kg投与 した . こ の 量 はイ ソ プ ロ
テ レ ノ ー ル 0.4〟g/短静注 や .左星状神経節の 軽度 の 電
気刺激 に よ っ て も心 筋収縮力の 増強や心拍数 の 増加が
お こ ら な い 量 で あ る と さ れ て い る 28ほ 9I. ひき っ づ き プ
ロ プ ラ ノ ロ ー ル の 持続点滴 を行 っ た が ,P + S群 で は ,
心機能 は抑制 され な か っ た . した が っ て .P + E 群の 心
機能抑制 はプ ロ プラ ノ ロ ー ル の 効果で は な く, エ タ ノ ー
ル の 直接作用 に よ る もの と い え る .E 群 は ,対照群に 比
べ ,C O と陽性 d P/dt の 減少が 有意 で あ っ た .P + E群
で は . さ ら に 陰性 d P/dt の減少 ,L V E D Pの 上昇も有意
で あ っ た . す なわ ち , カ テ コ ラ ミ ン の 影響を 遮断し た
状態 で は , エ タ ノ ー ル 自身 に よる 左室機能の 抑制が よ
り顕著 に な っ たと 考え られ る .
陰性 d P/dt の大き さ は , 等容拡張期の 左室圧低下 の
速度を あ らわ し , 左室機能障害の 鋭敏 な指標 で あ る .
左 室の 拡張 は , 心 筋収縮 に 使用 さ れ た Ca イ オ ン を
S a r C Opla s mic ret･ic ulu m が 汲み 上げる こ と に より 始
ま る エ ネ ル ギ ー 依存性の 過程 で あ る 細 と い わ れ て い
る . ま た . 陰性 d P/dt は ∴種 々 の 血行動態指標 の 影響
を う け る と報告さ れ て い る . Cohn ら3 =は, イ ヌ の 陽性
d P /dtやを室収縮末期容積が大き い ほ ど,陰性 d P/ dt
は大き く な る こ と を み て い る. Weisfeldtら3 2}は .左室収
縮期圧 に 影響 を受 け る と報告 し て い る . 最 近 ,W eis s
ら
3 3)
, Ka rlin e rら
3 4}は動物実験で , 左 室収終期圧や 左
室収縮末期容積と は無関係で あ り , 収縮期 の 心 筋短縮
速度 に 影響を う ける こ とを み て い る . Papapietr o ら
35)
も , ヒ ト で , 陰性 d P/dtが 陽性d P /dt お よ び駆出分
画と相関す る と報告し て い る . E 群と P + E 群 は , 実
験 中, 血圧 は不変で あ り . ま た陽性 d P /dt の 減少の 度
合も同L:で あ っ た . し か し , P + E 群の 陰性 d P/dt の
減少率 は . E 群 に 比 して 有意 に 大きか っ た . 一 方 , P +
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S 群 で は , 陽性 d P /dt は不変 で あ り , 陰性 d P/dtは 軽
度増加の 傾向が あ っ たの で 一 本実験 に お け る プ ロ プ ラ
ノ ロ ー ル 使用量で は 左室 の 拡張性 は抑制 し な い も の と
考 え られ る . した が っ て , エ タ ノ ー ル 投与群 で は左 室の
拡張性 が低下 し , こ の 際 , 交感神経系が代償的 に働 い
て い る た め , プ ロ プ ラ ノ ロ ー ル 投与下で エ タ ノ ー ル の心
筋抑制作用が よ り朗著に な っ た と解 釈さ れ る . エ タ ノ
ー ル の 心機能 に 関す る実験 は数多い が , 拡 張性 の 抑制
に つ い て 論 じた もの は な い .
ェ タ'ノ ー ル 急性投与時に み られ る . こ の よ う な心筋
抑制作用 の お こ る機序に関し て , Schr eibe rら
3 6)は , モ
ル モ ッ ト の 摘出海流心 を 用い , エ タ ノ ー ル お よ び代謝
産物 で あ る ア セ ト ア ル デ ヒ ドに よ る心筋細胞で の タ ン
パ ク 合成障害 をみ て い る . しか し , エ タ ノ ー ル 血中濃
度1 50 0mg/dl以 上 で , は じめ て 障害が お こ っ て おり ,
急性投与時の 心機能抑制の 原因 と は考 え に く い . ま た ,
Rega n ら





, お よ び ト ラ ン ス ア ミ ナ ー ゼ が遊 出し , こ れ
が エ タ ノ ー ル に よ る hy per o s m otic effe ct と 関 係 が
あり , ま た . こ の Ⅸ
+
の 損失 は , 細 胞膜で の Na - K の
能動輸送機転を障害す る と い う . そ の 他, 細 胞内で の
Ca の 移動の 障害3 7-. 心 筋内脂質代謝の 障害
3 7㈹ な どが
報告 さ れ て い るが , 結論 は出て お らず , 今後の 解明が
期待 さ れ る｡
今回, エ タ ノ ー ル の 投 与量が多く な る に つ れ 心 機能
抑制が進 ん だ こ とか ら , 少量の エ タ ノ ー ル で は , そ の
カ テ コ ラ ミ ン 遊 出刺激作用に より , 心 機能が 代償 さ れ
るが , さ ら に 血 中濃度が高く な る と , カ テ コ ラ ミ■ン で
も代償で き な い 程度 の 心機能抑制 が進行す る と考 え ら
れ る｡ W o ng
2 8)
.Nak an 0ら 川 . Gim e n oら
5)
も , エ タ ノ
ー ル に よる do s edependent な心 筋 収縮能 の 低下 を
認 め て い る . ま た , エ タ ノ ー ル の 投与量が多 くな る に つ
れ . L V E DPの 上 昇が み られ た L V E D P上昇 に もか か わ
らず, CO は低下 し て お り, Fra nk-Sta rling機構 に よる
代償機転 を も っ て して も . 代 償 し きれ な い もの と 解釈
で き る . Ty pe の 異 な る 3種類の Str ain ･ ga uge を 用 い
た Ne w man ら 川)は , エ タ ノ ー ル に よ る左重機能の 低下
を ,Fra nk･Sta rling 機構で 代償 し う る範囲 に は 一 定の
限界が あ り t こ れ を超え た 場合に は ウ ア パ イ ン 投与 に
より , あ る程度 ま で 代償可能 で あ る と い う . 著者 の 成
績 も , 心 筋線維長の 変化は み て い な い が , Ne w m anら
の 見解 と 一 致す るもの で あ る .
結 論
麻酔開胸犬24頭を用 い ,心 房 ペ ー シ ン グに よ り 心拍
数 を 一 定と した 状態で , エ タ ノ ー ル の 急性投与が 心機
能 に 及 ぼ す 影響 お よ び こ の 時の β 交感 神経系 の 役割
を検討 し . 以 下 の 成績 を得 た .
1. エ タ ノ ー ル 投 与時 . 大動脈圧 は不 変で あ っ た .
2. エ タ ノ ー ル 単 独投与群で は , 投 与量増加に つ れ
て L V E D P ( 左董拡張終期圧) 上昇 , C O( 心拍出量)
減少 , 陽性 d P/ dt 減少 , 陰性 d P/ dt 減少が み られ た.
3. β受容体適齢薬投与後 に エ タ ノ ー ル を 投 与す る
と
,
心 機能抑制が , さ ら に 著明 と な り , と く に 陰性
d P/dt の 減少が 著 しか っ た .･
以 上 よ り , 1 )エ タ ノ ー ル は心 機能を 抑制す る もの
で あ る . 2 )エ タ ノ ー ル 投与時 に は , β交感神経系が .
エ タ ノ ー ル に よ るJL､機能抑制 に 対し , あ る程度 t 代償
的 に 働 く と結論 す る .
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Abstract
T he effe cts of et ha n ol on leftv entric ula rpe rfo r m a n c e w e r estudied in 2 4a n e sthetiz ed ope n-
chest dogs wi t ho r witho utβ一 adren ergic blo ckade . E thanoI w asin fus ed ata rate of 5 0mg/kg/min .
匹blockade w as m ade wit ha ninitial do se of propran olol O.2 mg/kg, fo1lo wed by co n sta nt in -
fu sion ofO.00 4mg/kg/min . T he a nim als w eregr o uped a sfollo ws:7 dogs wit hpr opran olol a nd
etha n ol(P十E), 5 dogs with pr opr a n olol a nd sal in e(P+S), 7 dogs withethanol alo n e(E), a nd 5
dogs withsalin e alo n e(S).
In P+S a nd S
, the r e w er no cha ngesin c a rdia cpe rfo r m a n c e･ In P+E, Cardia cdepre sion wa s
PrOgr eS Siv e afte r2 0m inutes. In 60 min utes,1eftv e ntric ula r e nd dia stolic pressure(L V ED P)rose
by 3･4±0･7 m m Hg(m e a n±S E), a nd c ardiac o u:tput(C O),POSitiv eL V d P/d ta nd n egativ eL V d P/dt
decre as ed by 2 9%, 2 9% a nd 3 6%, reSPe Ctively. Allofthe se changes w ere statistic a11ysignific ant
COmPa r ed with P+S･ In E, C a rdia cdepression w a s also progressiv e. In 6 0minute s, L V E D Prose
by 3･3±1･6 m mHg, a nd C O, PO Sitiv e L V d P/dta nd n egativ e LVd P/dt were dec reased by 2 2%,
1 9% a nd 1 8%, r e SPe Ctiv ely ■ But t hein c re a se of L V E D Pa nd the decrea se ofn egatived P/d tw e re
n ot statistic a11y signific a nt c ompa red with S. T he de c re a s e ofn egativ eL Vd P/d t in E w a s signifi-
C a ntlylesstha nthatin P十E.
T he r efore
,
it is c o n cluded thatet han 01depre se sthe c a rdia cpe rfo r m a nce , but thisdepres sio n,
espe ci al 1y of dia sto止c prope rties,is m asked byβqadren e rgic syste m stim ulated by ethan ol.
